
はじめに

1978100068.TIF

研究ノート

アフガニスタン 78年 4月政変

一ーその歴史的背 景 一 一 －
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II アフガニスタンにおける「絶対主義体制」の成立

直 アソガニスタンにおける権利闘争の系議

はじめに

1978年4月27日，アフガニスタンで政変が起きた。こ

の政変は，隣接するイラン，パキスゲンへの影響，さら

に，米・ゾ・中の問の力関係への影響という点で国際的

にも注目されるべき事件でありた。

ところで，第2次大戦後のわが闘で，アフガニスタン

に関する研究は非常に少ない。そのため，アブガニスケ

ン4月政変の歴史的分析を志したわれわれは，ほとんど

ゼロから始めなければならなかった。そのkうな状況の

中でわれわれは，微力ながら，研究ノートと L寸形で，

4月政変の背景をできるだけ探ろうとした。 4月政変は

アブガニスタンにおける過去の政変と~なり，権力基盤

の変化が大きいことがまずわれわれの注目をひいた。

アフガニスタンの4月政変に関しての新聞・雑誌記事

は，主として，米・ソの角逐との関連で問題にせまろう

としている。われわれは，そのような国際的観点を同様

に重視するものであるが，この研究ノートを作製する際

には，ともす－n,1:f，付附的に扱われる傾向が強い閣内的

諸問題をあえて重視することにした。

プブガニスグンでは73年7月にも，政選Eが発生した。

この政変は大統領に就任したグーウ…ドによって「共和

革命jであると定立された。しかし，その「革命jは結

局，一部特権階級のためのものに終わり，グーウードの

「共和策命」に不満をいだいた勢カによる78年4月の「民

族民主革命」の途を準備した。

この研究ノートで清水が分担した第 I節は78年4月第
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命の経緯と新政権の性格を分析しようとしたものであ

る。深町が分担した第E節と第E節は，時代をさかのぼ

ソて1953～73年までを扱った。それは， 78年4月政変の

本質を探るためには，単に7,l年「共和輩命」との関連だ

けでとらえるのは不十分であるとの認識にもとづく。第

H節では， 1964年憲法に典型的に見られる王権の強化を

一応，「絶対主義」への移行として仮説的にとらえ，第削

節では，アフガニスタンにおける国民の権利闘争を I絶

対主義体市ljJとの関連において考察しようとした。なぜ

ならばこの時代にこそ78年4月政変の基盤が用意された

からである。今回の分析では時間の制約のため， 73年の

「共和革命」と78年政変との間の部分が欠予算しており，

第I節と第E～m節との関連が不明篠なままに終わって

しまった。したが叶て， 「共和革命j期を埋め， 53年以

降のアブガニスタン現代史を一貫した流れとしてとらえ

直すことが次回の課題のーっとして残主れた。

なお．深町と清水は双方の意見の交換を行なったが，

今後追及十べき課題がこの他にも数多く存在十ると考丸

ている。

最大の問題は時期区分であろう。深町は1969年10月慾

法の発効をもってアブガニスタンにおける「絶対主義」

の成立としている。そこから， 7:1年7月の「共和市命」

をいわば「流産したブルジョア輩命jととらえ， 78年4

月の政変は，±.｛；本は必ずしもブルジョアジーではない点

に特徴を持つが，歴史的には「ブツレジョア革命｜の課題

をも巣たしつゥ，さらに新しい内存を含むものと， ・J;t: 

仮定している。

とのような時期区分に関して，双方とも，アツガニス

タンの現代史を解明する上で一定の省用性があると認め

ているが，同時に，西洋史における絶対定義などの場合

とは異なる別の機ざまな制約条件をも考慮すべきである
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と考えている。その際， i世界史的に高度に発展した資本

主義段階にあって従属的地位に賢かれたアフガニスタン

のような国において， 「絶対主義J, 「ブルジョア革命」

のような継続的・歴史i'~J時代区分が，その閣の置かれた

歴史的段階の本質規定を行なう上でどの程度有効であり

得るかということが最も重要な点となる。その意味でわ

れわれは，以kの国内的発展段階仮説を，国際的発展段

階の視点から次同において再構成・再検討することが必

要であると考えている。

以上の諸点，さらにアフガニスタン現代史研究とu、う

日本において相対的に米開拓な分野にふみこもうとする

われわれの見解に対して読者のど批判をあおぐととも

に，浅された課題を追求するとどによって， ー層，アフ

ガニスダン現代史の理解を深めたいというのがわれわれ

の願いである。

I 1978年4月政変

l クーデターの経緯

1978年4月27f1，アブffニスタンで陸軍と空軍の将校

の一部が指導するクーデ。ーが勃発した。 rnn年7月の

クーデターで政僚の座についたグーウード大統領は，ケ

デタ一部隊Eの交戦中射殺されたといわれ、 4年 9カ

月続いたダーウード政権は終わった。

4月政変の経緯についてはいまだ明らかでない点が多

いが，アブlご内／レ・カーデル空軍国I］司令官を中心とナる

中堅将校グループが，ダーウード大統領支持の近衛兵と

の激しい戦闘をミたえた末，政権華手取に成功Lたものであ

る。ことの起こりは， 4Jl 18日，アブガニスタンの署名

なた賓理論家であり詩人でもある，カーゾル大学教授の

アケパル・ハイパFレの何者・かによる暗殺であった。との

暗殺には， イランに接近し治傾化を強めている政府当

局の手が介弁：しているとして，カーブルで l].15000人を

越える自然発生l'J'J抗議デ、モが起きた。ハイパルを暗殺し

たのはムスリム忽進派グループ（RI）といわれたが，大衆

は fアメリカ干任問主義反対｜ 「ザヴァク（イラン秘密警

察〕反対」 W2 ）~叫んだといわれ，明らかに在渡的性格

をまぶすヂ、そであ－，／；こけ 4)12611，ヅーウード大統領は，反

政月：lチ、その背後でE活動しているとして， rフガニスタン

人民民主党（Peoples'Democratic Party of Afghanistan, 

以ド刊）PA)(IU1の指導tr，ヌール・ムハマッド・タラキ

パプラ、ソケ・カールメルらを途摘して， f必需主にI.lit：ι。

事！4月27日与1.f,ilj，陸軍のー怖がクーヂターに決y包， γ
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スラム・ワタンジャーlレ司令官の戦車が放送局，内務省，

圏防省に向かった。アブドウル・カーヂル空軍高lj司令官

の指摘するミグ戦闘機，スコイ戦闘機は，ダーウード大

統領とその支持派が集まっている王宮を襲った。夕刻i
には，タラキー，パブラック・カールメノレらはクーデタ一

軍の手によって救出されたf注4）。夕刻，カーデルはカー

ブル放送を通じて， 「アフガニスタンの歴史上，権力が

初めて人民の手に入った」とクーデターの成功を伝え，

戒厳令を宣した。カーデルの放送はクーデターの「左翼

的」性格を明らかにした。一部の者の抵抗は，各地で 2'

3日続いたといわれるが，鎮圧された。

2. 新政権の政策

4月30日，実権を握ったアフガニスタン民主共和国革

命評議会は布告第一号を発表した。それによると，革命

評議会は民族革命家ヌール・ムハマッド・タラキ－ PD 

PA書記長を輩命評議会議長兼国家元首（大統領〕兼首

相に任命，さらに正式悶名を「アフガユスタン民主共和

国」と変えた。同日，、：／i車，インドが率先して新政権を

承認した。なお慎重な構えを児せたパキスタン，イラン，

イギリス，ア j リカ，中国も 5月8日頃までに承認を発

表した。アフガユスタン新政権は内外ともに，アフガニ

スダンを支配していることが一応認められたのである。

5月10日には， 30項目にのぼる新政策が発表され，土

地改革の促進，民主化などの方向を示し， 4月27日のク

ーデターは， iドなるクーデグーではなく， 「4月革命」

と称されるべきものと規定した。

4月政変に関して検討されるべきことは，クーデグー

（政変）の日ざしたものはやJか， 5.lljの言い方をすれば，

クーデターを指導した勢力はW1かということと，この政

変の歴史的政治的性格であった｛注5）。

最初，箪存~が主体とみられていたクーデターの指導勢

力が，実は在型車政党アフガニスタン人民民主党（PDPA)

であり， PDPAの指導下による政変であることが明らか

にされた。革命評議会はほとんど PDPA党員で構成さ

れていると思われるの PDPAの指導力が貨かれたとみて

よい託左として， 5月2J:Iに発表された新内閣の閑僚21

人のうち，軍人出身はわずか3人であったことが挙げら

れる。クーヂターの合：役 ffアブドウル・カーデルはl五II~り

相のポストが与えられたが，カーデルは閣内ナンパー4

の地位をしめるといわれた。副首相はパブラック・カー

ルメルであq た。 PDPAは，ソi店街学組の多い岩手空桜

:1守校，陸策，下級公務長i，インテリゲンチャ，学生の聞

に支持腐をもっといわれたが，その政治的性；絡は必ずし

もγ
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も明らかではない。

その第1の理由は，タラキー PDPA書記長は党の綿

領を発表していないこと，第2の理由は，タラキー書記

長は5)37日の記者会見で， rPDPAは共産主義あるい

はマルクス主義を志向した政党ではなく，労働者，農民そ

して被抑圧誇グルーフ。の政党である」と述べて， PDPA

がマルクス主義政党ではないと主張しているのに対し，

一般的に PDPAがマルクス主義政党とみられているこ

ととの関連が不明確であること。第3の理由は， PDPA

の成立の経緯，特にその内部の二大勢力である「ハルク

（人民〕」派と「パルチャム（旗〕」派のイデオロギー上

の相違〔もしあるとすれば）が明らかにされていないこ

とである。

PDPAの性格についてたとえば，インド共産党（CPI)

の機関紙「ニュー・エージ』（注6）は，共産主義者の政党

と規定した。 CPIは，インドのソ連派共産党といわれる

が， PDPAをアフガニスタンの共産主義者の統一政党で

あると規定している。

現在，明らかにしうる PDPAの歴史は以下の通りで

ある。

PDPAは， 64年憲法下で1965年に創立された（注7）。同

党の指導者は，タラキー，パブ‘ラック・カールメル，ア

クパ／レ・ハイパル（注8）などであった。 PDPAの目的は，

広い意味でのアフガニスタンの「民主化」であり，具体

的内容としては，土地改革を中心とする「フツレジョア民

主主義j的改革であった。しかし，王制に対する評価，

改革の方法で多種多様な意見を持／〉者を含んでいたよう

である。 PDPAの支持者は，都市インテリゲンチァ，学

生，下級公務員であったといわれる。

PDPAは， 1967年，党内「派閥抗争」（注9）のため分裂，

fパyレチャム」派と「ハノレクJ派に分かれた。タラキー

は わvレク」派の指導者，カールメルは「バノレチャム」

派の指導者であった。 「パルチャム」派と「ハルク」派

の存在は， 78年4月政変以降にも無視できないものがあ

り，両者の違いは今後の検討に値する。

1973年7月のダーウードによる 1・共和革命」に際して

は， 1両派とも基本的に支持する方針をとった。その頃ま

でに，少なくとも「バルチャムJ派は空軍将校，陸軍内

部にも，次第に影響力をもっていたようである（注10）。し

かし，ダーウードは自分の支記する｜民族革命党」（Na・

tional Revolutionary Party）の活動のみ合法化し，しかも

次第に党内右派の台頭を許した。 75年10月に行なわれた

内閣の大福改造で「親ソ派Jを後退させ，また経済的に
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もソ遠からイランに援助を求めるようになった（注11)。左

翼に対する弾圧が強化されるなかで， 76年， 「パノレチャ

ム」派と「ノリレク」派の再統ーが達成された（注12）。再統

一された PDPAは，事実上， 78年4月政変の主導権を

鍾ることになるのである。軍隊内での PDPAの影響力

は無視できないものになっていた。

78年5月7日の記者会見で，タラキ一大統領兼首相は

PDPAの活動をふり返って次のように述べている。 「わ

れわれはずっと以前から行動に移りたかったが，まだ条

件が熟していなかった。 1973年，王制を倒したダーウー

ドのクーデターの主要な支持勢力は我々であった。われ

われは，党として入閣を要請されると期待していたが，

裏切られた。それどころか，アクパル・ハイパルの暗殺

など，弾圧政策を展開してきた」さらに， 78年4月のク

ーデターについて， 「私が全行動の指揮を行なし、，軍人

は我々の命令に従った。彼らは我々の息子たちであり，

かっ同志である」と述べ，政変の指導権が PDPAの手

中にあったことを明らかにした（注13）。

タラキーの説明にしたがうかぎり， PDPAはダーウー

ドの「共和体制」下で若々と勢力を拡大してきたことが

わかる。 「パルチャム」派， 「ハルクJv託とも， 73年7

月のダーウードの「共和革命Jを支持したが，その後の

展開において， 「共和革命Jが実質的内容において旧王

族支配層の支配の延長とみて，新たな「民主革命」に決

起せざるを得なかったというのが PDPA側の説明であ

る。

それでは， 4月政変（タラキ一政権は「4月革命」と

呼んでいる）のめざしたものは何であったか。正式に発

表されたものとして， 「アフガニスタン民主共和国政府

の輩命的任務の基本路線J（注14）がある。これによると，

「最近では」（中略）「民族民主革命に着手する主体的，客

観的条件が成熟し，その結果として， 1978年4月27日の

革命的な武装決起が起こり」とあり，「4月27日の革命的

決起は，本来の意味において，アフガニスタン人民の革

命であり，クーデターではない」と規定している。 PDPA

が4月政変を「民族民主草命」と規定していることは明

らかであるのその点から， 73年のグーウードの「共和革

命lは，いわば「流産した民主市命jと抱えてよいであ

ろう。川 I基本路線」によれば， 11973年7月17日，ア

ブガニスタンでは多数の愛国的将校の参加する軍事クー

デターが起こり，その結果，君主制が廃止された。腐敗

し，拒絶された君主制の崩壊については， PDPAに導か

れた愛国，革命勢力の不断の闘争によってすでに園内に
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その下地が整えられていた」（注15）のであり，ダーウード

は f初めはかなり進歩的な綱領を発表し，これを進歩勢

力は支持したが，期待を裏切り，国民をあざむいた」（注16)

のである。 「専制と搾取を続けてきた支配層の政治権力

が新政権にひきつがれ， したがって，アフカやニスタンの

隠家権力は，民主的， E走族的な階級，階層の手に移され

なかった.I（注lわのである。 PDPAは， 73年のクーデター

を，主制を支持してきた支配体制に実質上手をふれるこ

となく，形だけ互信！Jから共和制に変えただけと評価した

のである。

3. 新政権の掲げる課題

「革命的任務の基本路線」は， 30項目から構成されて

おり，そのうち23項目が内政に関するもの， 7項目が外

政に関するものであるの

内政面で最初に掲げられているのは， 「民主的な土地

改革の実胞」であり，タラキ一新政権の最大の課題であ

ることは間違いない。前ダーウード政権も「土地改革」

を公約として打illしていたが，実行にまで移すことがで

きなかった。 「土地改革Jは，各地の部族の支配層，ま

たムスリム教団の指導胞の利害に関わるものであれお

そらく最大の課題であるとともに，最も困難な課題の一

つであろう。タラキ－~r政権の試金イイであるころは間違

U、fよし、。

第2に，直民経済の形成と関連する諸課題が提示され

ている。資源に対する｜；週民主権，園内産業の保護・育成，

経済発展に必要な人材の養成，経済の公共部門の強化な

どであり，民間資本の投資の保護もうたっている。

第3に，国民統合の課題と関連するもので，民族問題

の民主的解決（Tl:18），アフガニスタンの各部旅，民旅の言

語による芸術と文学，教育と出版の発展のために必要な

条件の確保がうたわれている。これは遊牧民問題をも含

む国家としてのアフガニスタンの形成の問題である。お

そらく般大の課題は，パキスタン国内にも多数居住する

パシュトワーン族，イラン，パキスタン両国に居住する

パルーチー族との関係である。いずれにせよ，各民族の

諸権利を平等に認めつつ，国民統合を達成することは，

慌代のアフガニスタン政権の課題であろう。

第4に，民主的権利の拡大と社会福祉である。 ｜あら

ゆる社会・経済・政治・文化市民生活の分野における男

女平等の権利の保障」は，イスラーム原則論者を刺激す

る可能性がある。イスラーム教徒が圧倒的多数のアフガ

スタンにおいて「近代化運動」の推進は相当慎滋さを

要する。タラキ一大統領が「革命的任務の基本路線」を
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発表する際，冒頭で， 「慈悲深く，慈愛あまねきアッラ

ーの名において・…・」と，祈りの言葉を述べているよう

に一般大衆の宗教感情を配慮している。いずれにせよ，

ムスリム教団，指導者との関係は，タラキ一新政権が安

定するかどうかのもう一つの重要な試金石となろう。

対外関係に関してみると， 「非同盟，積極中立，独立

と平和政策の追求」というアフガニスタンの外交方針を

再確認するとともに，民族解放運動の支持と，新旧植民

地主義・帝国主義反対を表明している。注目すべきは，

近隣諸国との関係である。 「基本路線」では次のように

述べている。 「アフガニスタン民主共和国とすべての近

隣諸国との善隣，友好，協力の関係の確立。北の隣国，ソ

連との友好関係の強化，拡大と全面的推進。インドとの

友好関係の拡大。イラン，パキスタン，中国各国との友好

関係の確立。ノミシュトーン族，パノレーチ一族の民族問題

をかれら自身の意思と歴史的背景にもとづいて解決し，

この問題をアフガニスタン民主共和国とパキスタンとの

相互理解と平和的政治交渉をつうじて解決すること」。

この方針にみられる注目すべき点は，ソ連との友好関

係の強化をきわめて重視していることである。次に，伝

統的に友好関係にあるインドとの関係を確認している。

インドとアフガニスタンは，伝統的にパキスタンと緊張

関係を持っていたため，相互に支持しあう関係になって

いた。インドのデサイ政権はアフガニスタンの4月政変

の「左翼的」性格に懸念をもっていたふしがあるが，内

政不干渉ということで，直ちに新政権を承認している。

アフガニスタン新政権にとって最も神経を使わざるを

得ないのは，イラン，パキスタン，中国の3固と，さら

にアメリカである。イラン，パキスタンとの間には民族

問題をかかえており，さらに，イラン，パキスタン両国

はアフガニスタンの「左傾化Jの園内への波及にきわめ

て警戒的だからである。アフガニスタンは，逆に両国に

よる国内への働きかけに神経を使わさfるを待ない。また

中国については国境問題は解決しているが，アフガニス

タンが親ソ政策を強めれば，中国1Jlljは警戒的になること

は明らかである。タラキ一新政権は，イラン，パキスタ

ン，中悶を徒らに刺激しないよう意を払ったといえよう。

4. タラキ一新政権の試練

タラキ一新政権がカーブルでのクーデターの成功によ

り成立して以来，一部地方での反対運動が伝えられてい

る。『ル・モンド』紙特派員のジャン・ド・ラ・グリヴィ

ヱールはパキスタン国境に近いパクティャと，ヌーリス

ターンのクナール渓谷で， 5月に入って地域住民と歩兵
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部隊が衝突したことを伝えている（目的。原因は宗教問題

であるという。新政権は，コーランに対する忠誠を誓っ

ているが，ムスリム保守主義者からは警戒の目でみられ

ているようである。上記の2カrJrでの衝突に警告して，明

主転機が介入せざるを得なかったという。また，ゲリヴィ

エールによると， カーブノレ市内のうわさとして，狂信

的なイスラーム組織である「ムスリム同胞団」（Fr也res

musulmans）のメンパー数千人がパキスタンに移り，タラ

キ一政権に対する反撃の機会を待っているという（注20）。

また，アフガ二スタン保守派による「救国戦線」（注21）が

結成され，新政府反対の動きがあるという。しかし，今

までのところ反政府派の動向はほとんど明らかにされて

おらず．現政権にとってどの＜ 1＇，い脅威合与えているか

判断することはできなレ。

それに対して，きわめて流動的であったのは，与党 p

l)PA内部の動きである。端的に言えば，党内でのIn「パ

ルチャム」派の大幅な後退とそれと対称的に「ノリレク」

派の指導者でもあるグラキー大統領の刊）［》A 内部での

指導力拡大である。

すでに， 4月政変後3カ月たった 7J1，革命評議会副

議長でPDPAで党内ナンバ－ 2とU、われたパブラック・

カールメルがチェコ駐在大使として転出し／三。また，社

会問題担当の女性大mであったア十一ヒタ・ラテブザー

ドが駐ユーゴ大使として転ll!した。この震裂な内閣改造

を含む人事移動に関して，政府当局から何らの公式説明

も与えられていなν、。注目すべき点は，海外に転出した

2人は，「パルチャムJ派の指導者・守あったことである。

なお同じ頃， 「パルチャム」派系の指導者といわれる 4

人も海外に転出させられている（注22）。この事件は， PD 

PA内の二大勢力である「ハルク」派と「ノミルチャム」

派の聞に激しい対立があり， 「ハルクJ派が優位に立っ

たことを示すものであった。

さらに8月18IJ, 4月クーデターの立役宇f.. （＇，タラキ

ー内閣ナンパー4といわれたアブドウル・カデール悶防

相が政府転磁の再クーデターを企てたとして，逮捕，解

任された。同防相のポストはタラキー大統領が兼任する

ことにな，Jた。同時に逮捕された者のなかにはシャハプ

ルl~起草銑謀長が含まれており，アブドウル・カーデル…

派の有力者・が総給されたことになる。アブドウ lレ・カー

デノレは「パノレチャム」派にl減しているといわれ， 8 Jjの

クーデター除t.ltt，悦も， PDPA党内の「バルチャムJ派と

「ノリレク」｝派の対立を反映しているものと思われる。グ
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ラキ一政府は，アブドウル・カーデノレ前国防相の背後に

は， 「ある国の後押し」がある左示唆して，この事件は

国際的除謀と関連しているとした。

9月には，チェコスロパキア駐在大使として赴任して

いたパフ守ラック・カールメルら 6人の大使（各々，アメ

リカ，パキスタン，イギリス，イラン，ユーゴ駐在）が，

カーデルの再クーデター陰謀に加担していたとして，大

使を解任された（注23）。 9月29日，党内ナンバー2の地位

にたっ，ハフィーズッラー・アミーン話lj首相兼外相は記

者－会見を行ない，カーデル前国防相とその加担者は裁判

を受けることになろうと述ペた。 9月末にはシヤハプノレ

前陸軍参謀長，前計画期ストラン・アリー・ケ、ン品トマ

ンド，前公共事業相ムハマッド・ラブィーらの「自白」

がアブガニスタンの新聞に発表され，そのなかで，カー

デルl清国防相と 6人の大使との再クーデター陰謀が明ら

かiこさhているという。

このような一連の事件で， 「パルチャム」派の有力者

のほとんどが PDPA内から追放されることになり，「ハ

ルク」派の党内での指導権は確立したといえよう。それ

に伴って，タラキー大統領の指導権も強化された。 4月

i改変以降の PDPA党内の「ハノレク」派と「パルチャム」

派の対立が何に基づくものかは，明維な説明が与えられ

ていなし、。

「ノりレチャム」派がより親ソ的であり， 「ハルク」派

がより「民族主義」的であるとする見方が一つある。他

方では，土地改箪などの政策面での対立を指摘する向さ

もある。タラキーは慎重なラインを主仮したのに対L,

「パルチャム」派の前計画相スノレターン・アリー・ケシ

ユトマンドは，「非資本主義的発腿」を主張したという

（注24）。しかし， 「ハルク」派と「パJレチャム」派の閑の

イデオ口ギー上あるいは外交上の相違を明らかにするに

は，まだ資料不足である。

問題は， PDPAと政府をタラキーのネいる「ハルクJ

派で閥めたことが， PDPAの主張する「民族民主革命l

を推進する上で有利な条件を切り開いたかどうかであろ

う。当面，各部悠の支配属，「ムスリム正統派J，さらに

箪隊内の反対派をおさえて，改革のための条件づくりを

することがタラキ一政権の課題とな円ているσ

04, 1〕 FarEastern Economic Review, 12 May, 

1978; Le Mnnde, 13 Mai 1978 ，てよると， 待望採のザー

によって殺されたとしている。

（注2〕 Peoples'Democracy, 7 May, 1978. 

（礼二 3) PDPAの性怖については,f,:j¥jj，後il.,o
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Ci主4) Le Monde, 13乱fai,1978. 

（注5) この政変は，南西アジアの一角にダーウー

ド政権以上の親ソ政権を生み出し，南関アジアをめぐ

る米・ソ・中の関係に大きな影響を’子えた。しかし，

本稿ではあえて国際関係にはあまり比重を111かず，ア

フガニスタン国内問題にしぼった。だからといって，

策者がアフガュスタン政変の凶際的重要性をいささか

も軽視しているわけではないことを断っておきたL、。

清水学「進展する域内協調JC『アジア・トレンド』第

3 t} 1978年夏）参照。

Ci主6） λ＇e叩 Age,24 May, 1978. 

Ci主7) Peoples' Democracy, 7 May, 1978. 

Ci主8) これらの人物につL、ては，本稿urn節参照。

〔注 9) Peoples' Democraヴ， 7May, 1978は，単

純に派問状？としている。なお本稿第皿節参照。

(itlO) 78年4月クーデターの立役者， f ブドウノL・

カーデんは，「パル千ャムj派といわれる。 TheTimes 

ぜかdia,9 Sep., 1978. 

Ci主11) 『世界』 1978午 7月号。

〔i主12〕 FarF,astenz Economic Review, 26 May, 

1978は，同時に，元首相ハシム・ 7 イワンドワーノレに

指導される右翼政党「ム＋ーワー「」（Musawat）党も

PDPA に加入したとしているが， 非常に疑わしい。

Ci主13〕 LeMonde, 9 Mai, 1978. 

(iH4) Kabul Times, 10 May, 1978から制点さ

れたものと）て， f世界政治資料』 1978＂ド9月上旬号

61～64ベージ参照。

これは， 5 Jl 10 Fl, タラキ』大統領が「カーブノレ放

送」で放送したものである。

〔注15〕 Ibid.

Ci主16) Ibid. 

〔注17) Ibid. 

(a:18〕 アフガニスタンは典型的な多人重量多民族国

家であり，主袋入額としては以下があげられる。

(1) パシュトゥ－ ：，，人，約 650万人でアフカP ニスタ

ンで最大。アフガニスタン南部に住む。ほぽ同数

の人口がノミキスタンにも住んでおり，いわゆるパ

シュトヮーン問題を生み出している。

(2) タジグ人，約350万人，東北部に住む。

(3) ウズベク人，約lOOJi人，北部に住む。

凶 ハザーラ人，約87万人，中部に住む。

(5) アイマヅグ人，約80万人，中丙部に住む。

研党ノート

(6) 7 7ノレミワーン人，約60万人，イランとの国境

に住む。

17) その他，キージルパーシュ人，モゴール人， ト

ルコ人．キノレギス人，パミーリー人，パルーチ一

人，パラフイ一人，ヌーりスータユ一人，など多数。

Dupr官e,Louis, Afghanistan, Prine悦 on,Princeton 

Univ. Press, 1973, pp. 57-o5. 

（注19) Le Monde, 28 Juin, 1978. 

（注20) 有者宏之「注目されるアフガニスタン・ク

ーデターJC『中東通報』 第25θ号 1978年6～7月〕

49ベージ。

（注21) The Times of India, 9 Sep:, 1978; 

Time, 2 Oct., 1978. 

（注22) The Times of I珂dia,9 Sept., 1978. 

（注23〕 Le Monde, l-20ct., 1978.パプラック・カ

ールメル，アナーヒタ・ラテブザード女史， ヌーノレ・

ムハマド・マーノレ前内相らが解任されたが駐米大使の

解任は正式には発表されていない。

Ci主24〕 TheTimes of India, 9 Sep., 1978. 

II アフガニスタンにおける「絶対主義」

体制の成立

1963年 3月，ザーへyレ国王の従兄であり義弟でもある

ダーウード首相が辞任し，国王は，平民のユースフ博士

（注1）に組閣を命じた。 12人から成る新内閣に宝族出身者

が1人も含まれていなかった（注2）ことは特筆に値する。

国王は全員が改革主義者から成る（注3）憲法起草委員会を

任命し，この内問の下で新憲法を起草させた。

1964年10月 1日，新憲法が発効した。これは後述の国

内の民主化要求にこたえて主権在民，政党結成の自由，

普通平等選挙権， 3権分立などを規定しており，従来の

1923年憲法および1931年憲法よりも多くの民主的内容を

含むものであったが，同時に王権の強化も見られた。以

下に，この点に関して重婆と恩われる条文の要旨を列挙

十る（注心。

国王は主権を体現する（第6条〉。国王はイスラーム

教の保護者である（第7条〕。国王は箪の最高指揮， 国

会の招集・解散，勅令の布告，首相の任免，最高裁の長

官・判事の任命，高等文官・軍人官吏の任命，恩赦，非

常事態の宣言などを行なう権限を有する（第9条〕。国

主は資任を問われず，すべての者に尊敬される（第15

条）。王位世襲制の厳密化（第16条）。上院議員の3分の l

は王によって任命される（第45条〕。法律とは上下両院
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によって採択され国王が箸名したものをいう（第69条〉。

非常事態においては国王は国会のすべてまたは一部の権

限を政府に移管しうる〈第114条〕。非常事態においては

政府は集会の自由，住居不可侵の原則などを停止しうる

（第115条）。これらに加え，最大の論議の的となった第

24条は玉族目立員の政党参加を禁じ，さらに彼らが首相ま

たはその他の閣僚，国会議員，最高裁判事になることも

禁止している。

以上のような王位世襲制，主権体現者および宗教の保

護者としての国王の地位，また，軍統師権，任官大権，

恩赦権，無答責原則，事実上の立法拒否権，非常大権な

どはまさに絶対主義的規範であるのしたがって， 1964年

憲法は少なくとも法制史的にはアフガニスタンにおける

絶対主義体制（それは立憲主義という粉飾を伴ってはい

るが〉への移行を画定するものであった。その背後には

以下に述べるように，中世的等族君主制から絶対君主制

を目ざす王俸の上昇運動が存在していた。

アフガニスタンでは国政におけるE重要決定のためには

悶王が「大会議（LoyaJirgah)Jを招集しなければなら

ないという伝統があった。これは王族・貴族領主（S訂 dar),

部族諸侯（khawanin-e-mulki一一主に部族長 khanない

し地主）， イスラーム教導師（mullah）から成っていた

｛注5）。 「大会議jは王権が強化された19世紀末期以来，

一方の政治的極としての国王に対抗して構成員の封建的

事j擦を擁護するために，他方の極として機能してきた。

まさに「大会議Jはその構成および機能からして中世ヨ

一日ッパにおける等族会議（Stancletag）に相当する。

この「大会議」は本源的には主権に対立するものではあ

てコたが，条件付きとはいえ王の課税権，徴兵権などの承

認を通じて王権の強化を許すことにより，アフガニスタ

ンにおける統一国家形成に寄与することとなった。この

ように，多元的権力構造を基礎としながらも，封建制国

家から絶対主義国家への過渡的形態としての二元的等族

国家（Stll.nd田 t鍛 t）の持代がアフガユスタンにも存在し

たことが認められてしかるべきであろう。そして，ここ

では省略せざるをえないが，アブドウル・ラハマーン関玉

（在位1880～1901年），アマーヌッラ一国王（在位1919

～1929年〉（注6）などを経てザ…ヘルl羽3:に三塁るまでの歴

代凶王による積々の改革は，本質的には王権が等族国家

の治lj約から抜け出るためのもの勺あった。

1929年，アマーヌッラ一国王は封建諸勢力の反乱によ

って王位を追われた。同年，内蓄しを平定したナーデ／レが

王位についた。後は部族長および宗教界と妥協しつつも

Z
 

『
／

王権の強化を図った。しかし，内乱の平定に際して功労

のあった5人の兄弟たちが首相，国防相，外相などの要

職について政治に関与した。このため， 1931年憲法の意

図に反して，現実の政治においては王族内における王権

は縮小し，以後，寡頭王族による統治が封建部族長，イ

スラーム教導師などとの対立関係の中で定着すること

となる。 1933年に19歳で即位したザーへル国王に至つて

は，約20年の長きにわたって「君臨すれども統治せぬ君

主Jであった。この間，首相として実権をふるったのは

彼の摂政たる 2人の叔父たち（すなわちナーデル先王の

弟たち）であった。

1953年9月，ダ一ウ一ド中央軍（Quw亘r-e

令官（前内務相〉およびその実弟であるナイム外相を中

心とする王族育年たちによる宮廷革命が発生した。これ

にはザーへル国王の支持があったといわれ（注7），シャー・

7ハムード首相に代わってダーウードが首相の地位につ

き，ザーへル国王も自己の統治権を強めていった。そし

て，従来の近代化のテンポの遅さに不満を抱いていたこ

の3人は様ざまな改革に着手した。

アマーヌッラ一国王以来の上からの資本主義化は少数

ながら強力な民族商業資本家を創出した（注8）。しかし，

彼らの多くは前期的商業資本家の段階に留り， 1950年代

に入っても工業に投資するものは少なかった。このため

ダーウード政権は1953年9月，「指導された経済の原則」

にもとづく経済政策を発表し，国家資本主義の強化を図

った。これは中央政府の権限を強化すると同時に封建的

諮関係を弱体化させるための政策であった。

当時，第2次世界大戦後の冷戦構造の中で活発化して

いた東西援助合戦は，中国，朝鮮，インドシナ，ギリシ

ャなどにおける熱い戦争の勃発によ叶てさらに激化して

いた。ダーウードは前政権の親米的中立政策を転換して

ソ速にも接触し，東西対立とアフガニスタンの戦略的位

置を利用して大規模な援助をとりつけることに成功し

た。資料不足のため正確な数字は不明だが，第1次経済

開発5カ年計画（1956～60年）の開発資金の60%以上位9)

が現実には外国資金から出たとされ，第2次5カ年計画

(1961～65年）の開発資金はプロジ 1 クト援助と商品援

助を合わせると外国資金が実にその75.2%(/HO）に達し

た。とくに米・ソの援助は大規模で， 1965年7月までで

ソ連の機助は5億ドル以上，アメリカのそれは約3.4億

ドyレになったという（注11）。

外国援助は経済援助だけではなかった。 1956年2月，

ソ連はアフガニスタンとの聞に総額1億3000万ドルの開
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発・武器構入援助に関する協定を結んだ。その後もソ連

の軍事援助は続き， 1970年までにアフガニスタンは8万

人の陸軍および3000人の空軍からなる近代的国軍を有す

るに至った（注12）。

公共部門を圧倒的に重視した国家資本主義と大規模な

外毘援坊の流入は国家予算を急速に膨脹させ（注13），官僚

機溝をJJE大化させたe これに伴って膨大な利権を手中に

した官僚たちは経済的特権階級を形成していった。西欧

的教育・訓練を経ることにより，主に貴族領主，部族長，

宗教指導者の家系という自己の出身母体から意識の面で

すでに遊離しつつあった宮僚たちは，君主の官僚とし

て，また経済的特権階級として，政治的にも経済的にも

出身母体からさらに遊離していった。すなわち，今後検

証すべき様ざまな問題を含むものとはいえ，ザーへル問

主が一応の往14）「絶対主義体制Jを築きえたのは，このよ

うな封建諸勢力の分解過程において創出された官僚の力

による所が大きいのではないだろうか。この推測は， 1964

年憲法の起草に際して，また，憲法発効後の王制擁護に

おいて官僚の果たした役；やlを考慮に入れるH、L さらに強

まらざるをえない。

一方，ヨーロッパにおいて絶対主義体制確立の推進力

となった商業資本は，アフガニスタンにおいても， 「国

家の中の国家」といわれたほ15）民間のアフガニスタン国

民銀行（B四 k-e-Mell1）（注16）を中心として活動し，一部封

建勢力と癒着しながらも市場経済の発展に対する限害要

匿の徐去を求め，玉権の強化に寄与する方向で作用した

はずである。しかしそれは1953年までのことであろう。

以後のダーウードによる凶家資本主義の強化は国民銀行

から信用・貿易部門における独占権を剥奪した。ために

商業資本は官僚資本と癒着しつつも，これらの面では官

僚資本の圧迫を受けた。したがって， 1953年9月のダー

ウード政権以降のアフガニスタンという特定の状況にお

いては，官僚の強化につながる王権の強化に対して商業

資本がどれほど寄与したかは疑問であるが，これについ

ても今後の検証が必要であろう。

ともかく，既述のような経済における国家の役割の強

化，常備軍と官僚の強化，さらには地方行政の改革や警

察の拡充などにより，封建諸勢力に対する国王のカは格

段の強化を見た。しかし，ナーデノレ国王以来の寡頭王族

による支配は依然として残存していた。王族の聞におけ

る「同輩中の首席J(primus inter pares）の地位から絶

対君Iミの地位へと突出せんとしていたザーヘル国王にと

って，憲法24条によワ王族から政治権力を奪うことは不

研究ノート F 」日吋叫申

可欠であった。そしてそれは国政を一般国民に開放する

という美名の下に行なわれた。かくして国民には限定的

な上からの「民主主義」が与えられることとなったが，

主権の絶対化こそその代償だったのである。

なおダーウード首相辞任の原闘は一般に対ノfキスタン

断交による経済混乱に求められている（注1の。しかしそれ

はあくまで直接的原因にすぎない。彼の失脚の真因は

「絶対主義」を目ざす主権の上昇運動どの対立であった。

ダーウードはパシュトゥーン民族（注18）内の諸部族・氏

族および少数民族のなかで自分に協力的なものに対して

は妥協的であり，彼らの聞から政府高官や箪の将校を募

った（注19）。このため彼は，宗教指導者は別として， 「大

会議Jの封建諸勢力の聞にかなりの支持者を持ってい

た（注20）。彼はまた，高級将校から兵卒までの軍人に様ざ

まな思恵を与えたし，軍の近代化の直接の当事者として

軍に対して強い影響力を誇っていた。国王がダーウード

を解任（それは辞任という穏便な形式をとらざるをえな

かった〕する必要に迫られた真因は，対パキスタン断交

による経済的混乱そのものというよりも，ダーウードの

強権政治に対する国民の批判がそれとの相乗作用によっ

て反体制運動へと発展することによって王権の絶対化を

阻止することへの恐れであり，またおそらくはそれ以上

f;:' 「絶対主義」化をその最終段階で阻止する一大重要因

としての彼の政治的なカに対する恐れだったのである。

新憲法第78条が「大会議」の構成をまったく新たなもの

にすることによってその等族会議としての性格・機能を

若手ったのは，封主主諸勢力のカを弱めるためであり，ひい

てはダーウー F'の力を弱めるためであった。また，滋法

第24条は直接的にはダーウー Fの政権復帰を閉止するた

めのものだったのである。

ダーウードはなぜ主権の強大化につながる常備軍，警

察，官僚などの強化に努めたのであろうか。パご干スタン

に対する強硬策にも示されるように誇り高い国家主義者

である彼は，一つには，富国強兵策による国内の諸民族

・部族の統ーを目ざしたのである。また，ムハマッドザ

イ王朝ffE21）の一員としての彼は，街国強兵策によってこ

そムハマッドザイ氏族による支配を維持し得ると考えた

のであろう（凶九その際，彼はザーヘル国王がそれほど

果敢な政治を行なうとは予ill!Jしていなかったのではない

だろうか（注却。いずれにせよ，ダーワー！との政策が王権

の強化と自らの失脚につながっていったのは歴史の皮肉

であった。

Ci主1) ユース 7 はアフガニスタン初の平氏首相iで
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あるとの説が・再史的であるが，実はそうではないよう

であるの以下の書を参照されたい。 Dupree,op. cit, 

p. 555の脚注14および Fletcher,Arnold, A危ha川崎

istan : l ligh世’ay of Conquest, Ithaca, Cornell 

University Press, 1965, pp. 26ヨ， 278.

(il: 2) Dupree, op. cit., p. 561. また， 12人中日

人は博士号そ持っていた。ザーヘル岡壬は各州知事に

も西欧教育ヰ：受けた若い官僚たちを任命し穴（Fie-

tcher, ojう， cit.,pp. 279-280）。

C/.'t 3) Dupree，οp. cit., p. 566. 

Ci主4〕 1964年怒法の英語版は TheMiddle East 

Journal, No. 2 (Spring 1965), pp. 215-229に収録

されてし、る。

（注 5) Dupree, op.α＂t., p目 421.士た， Gre耳orian,

V artan, The E制 ergenceof Modern Aj',!;hanistall: 

Politics of Reform and Rebellio吋， 1880-1946,

Stanford, Stanford University Press, 1969, p“ 134, 

（ただ I_, khawallln-e-mulkt企「平氏」とするのlt 

,it！訳であろう〕。

UH) プマーヌヅヲー悶主の改革についてはPoul-

lada, Leon B., Refonn and Rebellion in ,1fgha-

nistan, 1919-29: King Amanullah' s Failu問 to

1'.1odernize a T円・balSociety, Ithaca, Cornell Unト

versity Press, 1973が洋納な分析を行な J Jている。

an〕 Fletcher,oj,. cit., p“259. 

Ci主8) Dupr官増， op. cit., pp. 471--474; Franck, 

Pet浩rG., “Econo日首c Prngre場sin an Encircled 

Land，＇’ The Middle East Journal, No. 1 (¥iνinter 

1965), pp. 43-59；コー・ :C-j、・ゴ日ヴイン符，務 IT!

1l!Y男:l/｛，『γフプf：＂－ スタンにおける阿家資本主義』アジ

ア経済研究所研究参考資料37-6, 1962年（：／l'>A:1'1111〕を

参照されたい。

(i:t: 9) Fletcher, oj,. cit., p. 270. 

（注10) 中東澗弁会『中東・北アゾリブJ{f.j監』 1974

年版 569べ－ :/ 0 

( it:11) 奥山守秀樹「アブ ：Iiι スタンの政治・絞淡の

近況J（『中東j凶報』 1968年11月号） 20ページo ただし

枠制IIは不明。

(/J:12〕 TheInternational Institute of Strategic 

Studies, The Military n叫んince, 1971-72, London, 

p. 44.はお， これより以前の肉年鑑にitγ フブjニユスタ

戸に｜刻寸，：， 1白紙ははい。

（注13) 1952/5::l＇＜ド股かん 1963/641f.肢のt::iに店長入lt 
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4.5倍， tおfl¥は8.7倍にそれぞれ増加した（『中東通報』

1966年 5月号表 1おより，Franck，。ρ cit.,Table IIよ

り算出入

(it14) 「一応」というのは，法制jkは絶対君主制

の成虫が認められるとしても，その社会経済史的慕礎

が資料の極端な不足もあって明確にftfilしえないかム

である。したがって， ここに述べた官僚の問題にして

もきわめて単純化されたものでしかない。なお，し、わば

「後発絶対主義国家」としての γ フガニスタンの権力構

造l土複雑であり，その分析は困難たらざるを得ない。

絶対主義とは本質的にユ矛盾に満ちたものではあるが，

すでに先進資本主義諸問の脅威が存在する中で卜かん

の資本主義化を図らなければならなかったアフプfニス

タンの凶正に hって，封建諸勢力と対立しつつも彼ん

を温存，利用することによって幽家財政を拡大するこ

とが不川欠であっ t.:L，また，のちには外国援助と平

の積々の波及効果が加わり，さらに拡大した矛病関係

の中で「絶対主義j化への移行を進めずるをえない状況

が存主していたuまた，（i1Ji芽(J(Jな）産業資本もヲーロッ

パの場合と異な，3て主権の制限を求めた様子はなく，

高揚していたうザ働者の権利闘争に対抗！〆てむしろ国主

による！庇護を求めたようて、ある。このようにアフガニ

スタンにおける「絶対主義体制Jは古典的形態とはかな

り異質の性格を内包ぜダるをえなかったようであり，

したが.，て新たお：分析悦fi1が要求されてし、るといえ上

つ。

（注15) ゴ日ヴイン 首lit鵠ι与 14ページ。

〔泌16) 創設は1933年。

Ci±17) たとえば， Dupree,oρ. cit., pp. 538-558. 

なお，国交断絶は1961年。当時7’フガニユスタンの輪出

入品のほとんどはパキスタンを続出していた。したが

って，パキスタンによる儲境閉鎖によってアフガニス

タンの貿易活動は停止a状態となり，経消は混乱をきわ

めん。

Ci主18) アフガュスタン総人口1660万（1976年）の

約半数を市める最大の民族。 「パアトゥーン」ないし

「パターン」とも L、う。

( i}19) Dupree, op. cit., pp. 555-556. 

（凶20〕 Ibid.,p. 577. 

(it:21) ナ』デル附E以来のービrWJ. fム ハ マ ヅ 1ザ

イ」はパシュトゥーン1"0長ドゥラーニ二一郎族rj:rのハ也

ラグザイ下依郎族（subtribe）の一氏族名。

Cil'22) この点で， i段位後のザ…ヘノレ前悶＂ Eのコメ
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ントが参考になる。 Magnus,Ralph H，“Biographi-

cal Review: Muhammad Zahir（γ ヘ’） Khan, Former 

King of Afghanistan，＇’ Th♂ JI.fiddle East Journal, 

No. 1 (Winter 1976), pp. 79参照n

Ci主23) ザ ーへ ん阿Tがこれほどの）］ をfトー，ていt:

とはほとんど；11もわか （， 校か】 f：という（Dupree，οp.

cit., p. 554〕。

回 アフガニスタンにおける権利闘争の系譜

アフガニスタンは農業向であり，現在でも労働人口の

72%は農業に従事している（注1）。文盲学は90%に達し，

奥村人口のほとんどが文盲である。しかも，農村部には

封建的諸関係が強く残存しており，とくに共同体的規

制（注2）は厳しい。この上うなことから，アフガニースダン

における権利闘争は情報を独市している都市部インテリ

ゲンチャを中J心としてit主めらjもてきた。

~2 次世界大戦後の世界各地て＇ 7;,,; 111しに権利闘争は

「陸の孤島」アワガニスタンにもイ必需した。それを背景

として1949年に戦後初の国会（第7国会，～1952年）が

招集され，議n.1こちにはかなりの発言の白山が与えられ

たのこれは，国内の民主化巡動のきざしに対する体制側

からの予防的妥協によるもので，いわば政治的安全弁と

しての役割を持たされていた。このi司会｝では 120人の議

員のうち 40～50人の改革派議員が tj-t枚を成していた

俄 3）。との間会は次に触れる出版法の採択などによリて

圏内の民主化迷動に大きな影響を与えたため， I ri由開

会」としてアフガニスタン史上にその名をとどめるとと

となったれ

1950年，国会は報道の自由を認める出版法を採択し

た。ダーウード首相登場までのその後の動きは，アメリ

カの箸名なアフガニスタン研究家であるデュプリーによ

るとほぼ次のようである（注4）。出版法に慕づき， 1951～

52年の問に民間人による主要3紙が刊行された。すなわ

ち『ワタン』 （Watan，祖国）， 『アンガ…ノレ』 （Angdr,

燃える炭）， 『ネグー・エ・ハルク』 （Neda-e-Khalq，人

民の戸）がそれで，発行部数はそれぞれ約1500であった。

これらの隔週紙は真の自由選挙，~任内閣信I］の確定．報

道の自由の拡大などを主主求するとともに保守1勢力を非難

した。これらの動ぎに伴ってカーブノレ大学の学生が学生

自治会を結成し， 20～30人を中心として政治活動を開始

した。 i:た，「同党めた青年たちJ( Wish-e-Zalmaiyan) 

という政治組織の活動がカンダノ、一／レ市で始まり，この

組織は地下に滑る窓閃も有していた。

，吋叫宇一一叩…叫研究ノートー宇』ー～

インテリゲンチャによる民主化運動は急速に激しい口

調をとるようになり，支配者一般に対する個人攻撃のみ

ならず，イスラーム教や王室をも悪馬するようになった。

ことにいたって，体制側は52年国会選挙を前に民主化運

動の弾圧を強化した。民主化運動の指導者たちは逮捕

され，非悶営各紙は閉鎖され，ととに限定的かつ短期の

「自由」の時代は終わった。

53年9月に首相の地位についたダーウードは強硬な反

体制勢力には厳しい措置をとると同時に，穏健派には種

々の恩恵をほどこすととによって体制内に組み込んでい

った。たとえば， 『ワタン』紙の高rJ編集長であったA・

H・ アズィーズは後に計闘相の地位につき，体制内改革

派として活躍する。その一方で，『ネダー・エ・ノリレク』

紙の編集長であったA•R• マハムーディー博士は釈放

数カ月後に死亡し（注s)rrワタン』紙編集長で歴史家でも

あるミ－lレ・ G・M・グパールが釈放されたのはやっと

日年のことであった（注針。

このような「飴と鞭」の政策が奏功したのか，それと

も厳しい報道管制のためか，ダーウード政権下における

国内の民主化運動ないし権利闘争がいかなる状態にあっ

たかは定かではない。 fごが， 64年憲法によつて三E権の強

化を代償として上から勾‘えられた「新民主主義」（Demo崎

krasi- T寸aw）の中で， 「自由問会」時代よりもさらに広

いすそ野を持つ権利闘争が展開されることとなった。

その闘争を思想・理論の而で指導したのは非国営新聞

であった。そのうち左派のものとして代表的であるのは

『ハルケ』 （Khalq，人民〕，『パノレチャム』 （Parcham，旗），

『ショーラ・エ・ジャーウィード』 （Sho'la-e-Ja町 td，永

遠の炎〕の遡干rJ3紙であった。ここで再び主としてデ旦

プリーに寄って 3紙の性格に触れてみよう（注7）。

『ハルク』の発行人は後に1978年政変によって革命評

議会議長となったヌーノいムハマッド・タラキーであり，

編集長は左翼詩人バラック・シャフィーであった。同紙

はアブガニス夕ン人氏氏主党 (Jam‘i

Khalq-e-Af耳h誼nistiin一英諮で PDPAのとと〉の機関紙

で発行部数は 1万部（当初は2万部）であつた。その主

張は「土地改革や労働条件の改沓」などでti,I). 「権力

を人民の手に集中するjとしたが，同時に「アツガニス

ゲンの現発展段階においては王制は必要であるJとして

いた。同紙は親ソ派といわれ，その主張のほとんどはイ

ランの非介法共産党であるトゥーデ（Tudeh）党のそれ

と同じであった。 1966年4月に創刊されたがわずか6号

で発禁とな引た。

7う
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『パノレチfムJは『ノリレク』集団の分派が後者の発禁

後68年3月に創刊したものである。編集発行人はスレ－

7 ン・ライイェクで， ミーノレ・アクパル・ハイパノレとい

う人物も編集にあたっていた。その寄稿者の中で名高い

のはカーフ、ル州選出下院議員であったパブラック・カー

ルメルであった。 『パルチャム』は声高に「反封建制・

反常国主義」を唱え， 「立：吾、体制内での変化」のために

統一民主戦線の結成を訴えた。このためデュプリーは，

fパルチャム』は社会主義に向けて暴力的革命よりも穏

やかな「進化論的アプローチjを選んでいたようである

としている（注8）が，他方では， fパノレチャム』集団は『ハ

ルク』集団よりも「革命的」であるとしている（注9）。

『パルチャム』創刊後まもなくの1968年4月，中国に

おける「文化革命」の影響金受けて毛沢東主義者の新民

主主義党（Jam匂at-e-DemokratiNawin）が『ショーラ・

エ・ジャーウィード』を創刊した。同紙は「帝国主義者J

（アメリカ〉および f反動主義者」 （ソ連）を非難し，

また，屋内では国王を攻撃するとともに「パルチャム」

集団を「修正主義者」であると攻撃した。さらに， 「自

らの人民を抑圧する支配階級は決して他の国民を解放し

得ない」として，パキスタンに居住するパシュトゥーン

民族の独立運動ないし白治権拡大運動（「パシュトゥー

ニスターン構想、」）を支援する政府を批判した。この運

動はパキスタン側では，ソ述派といわれる民族人民党

(National Awami Party, 1975年に非命法｛じされた）が

中心に進めてきたもので，パキスタンでは同党が『パlレ

チャム』集屈などと接触しているといわれており，ソ連

もこの運動を支持している。なお， 『ショーラ』紙の編

集発行人；土ラヒーム・7 ハムーディ一博士でハデ、ィー・マ

ハムーディ一博士が助手をつとめた。前者は既述の『ネ

ダー・エ・ハルク』紙のアブドウル・ラハマーン・マハ

ムーディ一博士の弟で，後手？はそのおいであったほ10）。

以上の 3紙は通常の「新聞」ではなく，それぞれの政

治集団の機関紙であった。 『ハ／レク』はすでに66年に発

禁とされ，他の2紙もIi州三国会選挙を前にi；司年7月に発

禁とされたc しかしこれらの 3集団は政党結成が認めら

れていない状況の中で，いわば非公式の政党としての活

動を続けていった。

3紙の倉1］刊よりも前の1965年8～9月， アフガニスタ

ン初の「自由選挙」が政党を欠いた定ま実施された。これ

によって成立した「第四国会jでは宗教指導者を中心とす

る封建諸勢力が大勢を占め，その他に一部の王族・貴族

から成る主制擁議派，パソ、ラザク・カールメルを中心と

つら

する少数の左翼クVレーフ。などがみられた（注11）。同10月，

第2次ユースフ内閣が発表されたが，その閣僚人事は大

方の期待に反して斬新な要素に欠けていた。議会は反発

し，とくに左派は全閣僚の様ざまな腐敗行為を攻撃した。

これに同調した学生たちも議員席を占拠して抗議した

（花12）。新内閣が信任された10月25日，学生デモ隊に軍が

発砲し， 3人の死者を含む多数の死傷者を出した（注13）。

そして，ユースフ内閣が総辞職した同29日以後も騒ぎは

続き，従来も見られた学園紛争が政治運動と不可分のも

のとなっていった。

その後， 68年4月頃から工業労働者（注14）を中心に都市

労働者のストライキが頻発するようになり，たちまち全

閣の都市部に拡大していった（注15＼物価高・低賃金に苦

しむ彼らは賃上げや労働条件の改替を要求した。これと

主主行して学園紛争を行なっていた学生たちは各地で同情

ストラfキ（授業放棄〕に突入した。しかも 6月初旬に

は北部アフガニスタンのクンドゥズの労働者ストライキ

に農民が参加し，それに学生も加わった。彼らはしだい

に従来の要求の枠を越えて封建主義絶滅，米帝国主義

〔一部には米・ソ帝国主義〉反対，内閣総辞職などを叫

ぶようになった。 『パルチャム』および『ショーラ』を

初めとし，『セダー・エ・アワーム』（人民の芦），『コマ

ック』（助力〕，などの左翼ないし改革派の週間新聞が続

々と創刊されたのがこの時期であったのは偶然の一致で

はhい。

この町l,67年にソ連援助により完成したナグJレ一発電

所建設にからむサリーム鉱工業中目などの汚職が発覚，同

相は伴任するという事件が発生し（注目），政府はさらに苦

しい立場に立たされた。反撃を意図した政府は労働・学

生運動を弾圧するとともに， 9月には学生の政治活動を

？禁止ずるカーブル大学法を施行した。学生は労働者の支

媛を得てデモを繰り返し，ついに11月に同法を撤回せし

め，文相を辞任に追い込んだ。烹69年3月頃から新学年

開始に伴い，学生運動が再燃した。同5月17日，諸教育

機関に瞥IT隊が侵入して指導者たちを逮捕するに際し学

生側に 5～15名の死者が出た（注17）。同19日，学生6000名

がカープ／レ大学で抗議集会を開き，警官隊との問で同様

の衝突が繰り返された。これにより，従来は政府側にあ

った教授会さえ政府非難決議を行なった。 7月9日，カ

ーブノレ大学はついに三たび閉鎖され，再開csれたのはや

っと11けのことであった。

カ4 ヅノレ大学などの閉鎖，労働運動の鋲！£. 『パルチ

ャム』，『ショーラ』などの反政府紙の発然によって小康
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を得た政府は， 69年8～9月にまたしても政党ぬきの｜司

会選挙を実施した。その結果，第13国会の性格は前国会

よりさらに保守的になった｛注18）。左翼から自由主義者を

含む革新勢力は大幅に減退し，前国会の4人の女性議員

も姿を消した。ほとんどの議席は「真のパワー・エリー

ト！たる封建諸勢力に占められ，非ノfシュトヮーン民族

の実力者も増えた。

アフガニスタンの議会は上からの「新民主主義」に基づ

く＊12国会以来，政府の政策の単なる承認機関の地位を

税し，事あるごとに行政府と対立してきた。それは革新

勢力のみのカによるものではなく，封建諸勢力のカにも

よる。彼らは自己の利益を侵す政府の政策法案には強い

反対を示した。たとえば65年11月にマイワンドワーノレ内

閣が提示した表面的な土地改革の準備も彼らの反対で立

消えとなった。また，行政改革も進展しなかった。だが

彼らがもっとも強く反対したのは税制改革である。 67年

以前の状況は手元の資料からは判明しないが，少なくと

も回年以来の毎年，土地・家畜税の増額を意図した税制

改革法案は国会で否決されている。このため例年の政府

予算案の成立は大幅に遅れ， 70/71年度引HI）予算案にい

たっては，大幅な減額後，年度末2カ月前の71年 1月 lご

旬にやっと成立するありさまであった（注20）。

このような議会における封建諸勢力の行政府に対する

J底抗はいわば院内での彼らの権利闘争であった。彼らの

多くは王宿I］そのものは認めつつも， 「絶対君主市IJj と官

僚支配，またザーヘル国王と官僚による近代化政策に反

対した。しかし，彼らは自己の｜日米の利権を擁護するた

めに議会という近代的制度それ自体には反対せず，むし

ろそれを自己の紙抗権の実践のj坊として活用したのであ

る。そしてまた彼らの議会進出は，高揚するインテリゲ

ンチャ・学生および労働者の権利闘争を阻止するための

ものでもあった。それゆえにこそ彼らもまた，ー革新的新

聞に対抗して rサパ』（明日〉， 『ハイパルj（注21), 『ネ

グー・エ・ハック』（真実の声－〕などの新聞を発＋11した

のであった。

さらに，パシー，.トゥ…ン民族の支配に対する少数諸民

校の権手lj闘争も頻発したが，これについては次回に述べ

る。

上述のインテリゲンチャ・学生および労働者3の権利闘

争はアフガニスタンの歴史上きわめて新しい現象であ

る。それはいかなる要IJ.;1によって生じたものだ＇）たので

あろうか。以下にこの問題を中心に73年「共和革命Jに

いたる状況を簡単に検討する。

研究ノート

アフガニスタンにおけるこれらの権利闘争はすでに述

べたように第2次大戦後の世界的な人民権利闘争に触発

されて発生した色彩が濃厚であり，その後， 『パ／レチャ

ム』と『ショーラ』の対立に見られるように，それが中

ソ対立の影響を受けたことも事実である。さらに，学生

たちの学園紛争および労働者との共闘が，当時世界各地

で発生していた学園紛争の影響を受けていたことは間違

いない。海外からのこれらの情報が，第1次・第2次5

カ年計画で整備された運輸・通信網に乗って全国に広が

り，アプガ、ニスタンの被支配者屑の権利闘争を急速に拡

大・高揚させてきたことは否定できない事実である。

にもかかわらず，アフガニスタンにおける権利闘争は

基本的には園内のさまざまな矛盾をその原因としてい

る。ここで具体的に触れることはできないが，今も強く

残存するさまざまな封建的規制はインテリゲンチャ・学

生が奉じる西欧的価値感と相容れず，彼らの聞に強いフ

ラストレーションを産み出した。経済の停滞は全国民の

問に大きな苦痛をもたらし，国民の不満を良く吸収し得

ない政治体制はその不満を増幅したのである。

上からの資本主義化の強化は大規模な海外援助によっ

て支えちれた。正確な数字は不明だが，その額は1950～

71年の期間に総計12億7960方わレ（借款8億740万ドル，

贈与4億7220万わレ〉（注22）を超えたと考えられる。これ

に上り，第1次・第2次計画期間（1956/57年度～1965/

66年度〉中に運輸・通信網を中心にインフラストラクチ

ャーがかなり整備された。

しかしその一方で生産部門は低迷した。第2次5カ

年計両（注23）によると鉄鋼製品の生産開始と肥料工場の建

設が予定されていたが，いずれも実現されなかったもよ

うである性別。セメント生産量は目標の年産10万トンを

超える17万トンが66/67年度までに達成されたが，砂糖，

毛織物，綿織物などはいずれも目標を大幅に下回った。

農・牧資業においてはどの産物についても生産は停滞し

た。このため，経済成長率はH標の年平均8～9%を大

幅に下問る3～3.5%に留ったもようである（注25）。その後

も例年の予算成立の遅延と減額や第3次5カ年計測i(19 

67/68～71/72年度〕案が国会を通過しなかったこと等々

によづて経済は低迷した。 71/72年度の場合，問民総生

産は推定834億アフガーニー（注26）で公定レートC1ドルニ

45.3アフガーヱー〉換算で 18.41億ドルに相当し，国民

1人＇＇1りわずか123.6ドノレである（注27）。これを 71年の平

均自由レート（ 1ドル＝ 81.85アフガーニー〉（注28）で換

算すれば，これらの数’Fはそれぞれ10.19億ドル， 68.4

77 
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ドルに過ぎない。これだけから見てもアフガユスタンが

圧倒的に貧困であることがわかる。

膨大な公共投資の大半がインフラストラクチャーの整

備に充当された一方で生産が停滞したため，具体的な数

字は手元にはないが激しいずンプレーションが誘発され

たことは疑いない。さらに政府の大幅な赤字財政はこれ

に拍車をかけた。

このような状況の最大の犠牲者は都市労働者であり，

物価高，低賃金，厳しい労働条件，劣悪な保健衛生環境

に苦しむ彼らが労働争議に訴えるのは自然のなりゆきで

あった。経済の低迷によって失業率は71年時点で 10%

（注29）を記録し，多くの学卒者が就職難に悩み，就職し得

たとしても低所得就業に甘んじなければならなかったの

である。彼らはエリートとしての教育を受けながら，そ

の能力を発揮して経済的欲望を満たすことができない状

態におかれていた。しかし，これらの学生や労働者の不

満を吸収ないし解決する政治体制は存在していなかっ

た。

すでに述べたようにアフガニスグンでは王の官僚によ

る支配が顕著であった。彼らは経済的にもー種の官僚資

本家として特権階級を形成していた。彼らは国家資産や

海外援助の着服，関税の操作，脱税，収賄，役得，縁故

者びいきなどによって私腹を肥やし，あらゆる種類の腐

敗の上に自己の地位を保ってu、た。彼らは自らの出身母

体から遊離し，萌芽的な新興ブルジョアジーからもおそ

らくは遊離し，国民全体の生活については無関心であっ

た。いわば，独自の官僚というエリー卜集団が構成され

ていたのである。歴代内閣の閑僚もその大半が官僚出身

者であり，いわば官僚群による支配が定着し，エリート

の循環は乏しかった。したがって，議会においても種々

の勢力が，隠民から遊離して腐敗した官僚の行政府に強

力な抵抗を示したのは当然のことであった。

国民の不満はまた，政党が公認されていないことに対

しでも強く向けられていた。 66年4月，マイワンドワー

ル内障は政党法案を発表した。これはイスラーム教，立

；滋1主主制，国家統ーに反する政党の結成を認めず，また，

党の結成には 500名の問調者を必奨と L，選挙で投票数

の10%と5議席を獲得しなければ命法的な政党とはみ

なされないなどの厳しい条件を伴っていた（注30）。同法案

は66年7月に下院を， 67年5月に上院をそれぞれ通過し

た。しかしザーへル国主は，憲法が政党結成の自由を認

めているにもかかわらず，：事実上の立法拒「守備を行使し

て，このような厳しい内容の政党法にさえ署名しないま

78 

ま遂に73年「共和革命」に至ったのである。

議会の意思を無視した国主のとの強権的な手段に対

し，かつて「大会議」において国王の提案をも拒否する

ことのできた封建諸勢力は憤激した。他方ではまた，国

王の非民主的態度に怒った革新勢力は反王制の論陣を張

った。そして学生たちは王制の解体を要求してデモ行進

を行なった。国民と政府の間にあって緩衝機能を果たし

得る政党が存在しない場合， l遁民が街頭の政治活動に重

きを置くのは政治の力学である。また，政党を背後に持

たない政府は自らに対する国民の支持の度合いを自らは

示し得ず，国民はその政府による統治の正当性に疑問を

抱かざるを得ない。かくして， 「絶対君主制」下での官

僚支配および限定的な「新民主主義」に対する左右双方

からの反発が強まっていったのである。

72年春，アフガニスタンは危機的状況に陥った。 2年

連続の早ばつに厳冬被害が加わり， 20万人近い餓死者を

出した（／t31＼食料品価格は高騰し，穀物の値上りは30～

40%にもなった（注32）。ザ、ヒー／レ内閣は諸外国に援助を要

請するとともに緊急食糧輸入を行なわなければならなく

なったが，これは貿易収支の慢性的赤字をさ九に拡大し

た。労働1J・ーや下級公務員は賃上げを要求して各地でスト

ライキに突入した。カーフVレ大学はそれまでの約半年

間，新大学法を巡って学生のストライキと大学似I］のロソ

クアウトで混乱していた。そして，新学年の開始ととも

に帰省先から戻った学生たちを加えて反政府運動は再び

盛り上がった。

r,,Jn年12月，ザヒール内閣に代わってシャブィーク内

問が成、工した。同内閣がおそらく妥協的性絡を有してい

たためか議会は当初はめずらしく政府に協力的であっ

た。しかし，早ばつは3年目を記録し，経済の早期回復

は困難となった。しかも73年4月には8月の国会選挙を

前に選挙法の条文解釈上の対立から選挙管理委員会設置

が悶難となり，選挙が中止されるとの憶測が生まれた

（注33）。さらに， 73年5月に下院を通過した公務員法は公

用語の扱いを巡ってパシュトゥーン民族とその他の民族

の衝突を誘発し，これが学生や労働者の反政府運動と入

り札れて複雑な様相を呈した。

lii]7:l',j'-6月25日，このような情勢をよそにザーへ，，iト！

3：はi恨の治療のために訪英し，その後保獲のためにイタ

リアへ赴いた。サルダー／レ・ムハマッド・グーウード・

カーン元首相と青年将校たちによる「共和革命」が発生

したのは国王の隠守中7月17日のことであった。

この「革命Jの背後には複雑な国際関係があり，とく
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にソ連の何らかの支援があった可能性は即座には否定し

得ない。しかし，基本的には上述のような「絶対主義体

制J下における政治・経済上の諸矛盾が「革命」を必然

的なものにしたことを指摘しておきたい。なお，この「共

和革命」の分析は次回に譲らざるを得ない。

Ciセ1) 『中東・北アブリカ年鑑』 1977～78年版

669べージより算出。

Ci主2〕 Gregorian, op. cit., pp. 10-51および

Ridout, Christine R，“Authority Patterns and the 

Afghan Coup of 1973，” The Middle East Jou門 ial,

No色 2(Spring 1975）を参照のこと。ただし後者は部

族会議（jirgalゅの民主的性格ないし平等性を過大評佃I

しているように思われる。

（注3〕 Dupree, op. cit., p. 494以下む

〔I主4〕 Ibid.,pp. 494--498. 

Ui: 5 ) Ibid., p. 616. 

(i1: 6〕 Ibid.,p. 616, foot note町

Ci+ 7) Ibid., pp. 601-616. 

(i]' 8 ) Ibid., p. 615. 

( ii: 9 ) Ibid., p. 603，’fable 23. 

(iド10〕 Ibid.,p. 616. ただし，デュプリーは別の

ドifrではラヒームとハディーを「比五千；」としている（Ibi<l.,

p. 604, Table 23）。

Ci主11) Ibid., pp. 590『591および中日県印！「アブカA

ニスタン」〔『中東通報』 1967年 1fl lη52ベージ。

〔i主12〕 Dupree, oJう岨日＇t.,p. 592. 

（注13) lbid., p. 592. 

（注14) 66/67年度の全闘の工業労働省数は 23)j人

〈総労働人 II /)5.0%〕であった。前娼『中東・北アノ

リカ年鑑」 1974年版 574ベージ 第2｝｛。

u主15〕 Dupree; op. cit., p. 620に68有 4～6月日J

労働者・学生ストライキUト伊覧N.がある。

Ci主16) 広瀬徹也「 γソガι スタン」（『中東通報』

1969年 1J]け） 57へ ／。以ト，ぷ1ト件の経過は阿，it

J今年 1JJりまたは 2}jりにぬう！貯が大き l、。

(i主17) Dupree, op. cit., p. 621. 

(i}IS) Ibid.司 pp.652--653および広瀬微 ill,「アソ

カ’ニスタンJ (rct.1東通報』 1970iドlJ]り） 61ベージ

を参照されたい。

（注19) 会計年度は 1月21日～ 3J120日。

（注20〕 糸賀月 R~1 「 F フガニ 7， タ γj〕（『中東月報』

1972年2月巧） 45ページ。

（注21〕 パキスタンからアブガニスタンに至る国境

研史ノート

J） 山~·ν！〉名。パシュトヮーン民放居住地にある。

〔持22) Dupree, op. cit., p. 29, Table 29上り算

u：。この表は諸国際機関の統計にもとっし、ている。

u主23) 長谷川信彦「アフガニスタンの経済面II晋iの

進民」 （『中東通報』 1965年5月｛J〕に同品｜闘の紹介

があら。

（注目） 第2次5カ年JI耐の成果については，アフ

ガニスタン政府計画省，海外経済協力基金調査部訳『ア

フガニスタンの第 3次 5カ年経済・社会計画， 1967～

1971』 （調資資料筑前日 il,'1,i'll42年10月〉のH点を主

に参照した。

（注25) 広瀬徹也「経済開発と外国援助の状況」

（『中東通報』 1968年11月号〕 32ページ。

Ci主26〕 TheEconomist Intelligence Unit Ltd., 

Quarterly E「onomicReview of Pakistan, Rang・ 

1 adesh, Afghanistan : A川 ualSuj>plement 1975, 

p. 24, Table目

( i1:27) アブガ ιλ タン初の1976年サンプノレ人l!Mt 

Jに上ると何年の人仁lは1660万で，人［1J:¥'i h日率は年

2.2% (Ibid., p. 29）。これにより， 1971iドの人11を約

1490万として算出。

( i 1:28) Middle East Economic Digest Ltd., The 

!ifiddle East Economic Digest, Aug. 1976, p. 5, 

Table. 

(il'29) The Economic Inteligence Unit Ltd., 

Quarterly Economic Review of Pakistan, Bang-

ladesh, Afghanistan: Annual Supplement 1973, 

p. 22. 

Ci＋・30) 1ド凶前崎論文（『中束通機』 1967＂ド lJjサ）

53ページ。

（出：n〕 『中東・北アフリカ年鑑』 1974年版 563 

へ－－ ＇／。

(ii':32) 糸1'4'.1l1i掲論文〔『rjI Jj.(j岨＊』 1972fド2バサ〕

45ベー

( i+.33〕 加l!族主｜；犬「アブガニスタン」 cir,1，束通報』

1974;,~ 2月号） 60ページ。

〔付記］ 本ノー l執華にあたヮこは，ヨ研究所J)it、

1'( I', llfl （調H役〕， 松本備作（！割当資料部）， 佐藤宏

〔調定研究部）の諸A氏からの御教示，資料の提供を受

け介。記して謝したい。

（問アジア総州先月i~iJJlfiJ分析削
清水 間 ／ 
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